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る応力であることを示している。そして，軟鋼 SS400B は簡易推定法が適用可能で，アルミニウム合金 A5083P-O は
適用不可能で、あることを示している。








































(5) 簡易推定法が適用可能な軟鋼 SS400B の応力歪応答を，単純重ね合わせ型粘弾塑性構成式で表現するならば，負荷
履歴の進行による応力歪応答の変化から構成式係数の履歴依存性を決定して，履歴依存性を考慮、した構成式により
SS400B の指数分布ランダム荷重試験の任意の時点でのヒステリシスエネルギーの応力振幅依存性を推定すること
によって変動荷重下の疲労限が推定できることを示している。
以上のように，本論文は，従来不可能で、あった変動荷重下の疲労限の推定を，軟鋼 SS400B について可能としたほか，
全く新しい視点に立脚した，非可逆すべり累積量をパラメータとする疲労限推定方法を提案し，その一環として微視
き裂生成機構の解析に結晶塑性有限要素法を適用して新知見を与えている。
これらの成果は，船舶海洋工学，とりわけ船船海洋材料学の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博
士論文として価値あるものと認める。
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